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N H 0 K U M A M O T 0 MEDICAL  C E N T E R 

くまぴよ

写真撮影江角 誠

［特集］
evo1cE 

新年度のご挨拶

退任のご挨拶

・くまぴょう TOPICS

・研修のご案内・研修日程表

基本理念

最新の知識 ・医療技術と礼節をもって、

運営方針
良質で安全な医療を目指します。

I.良質で安全な医療の提供
2.政策医療の推進

3.医療連携と救急医療の推進

4，教育 ・研修 ・臨床研究の推進

5国際医療協力の推進

6健全経営

患者様の権利

1. 良質かっ適切な医療を公平にうける権利がbります

2.ご自身の医療について理解しやすい言葉k方法で十分な説明k情報を受ける権利があります

3.病院から説明k情報を得た上で、自らの意志で治療を受け、 bるいは選択し、拒否する権利があります

4.自分の診療記録の開示を求める権利があります

5. セカンド・オピニオンを求める権利があります

6.個人としての人格の尊重とプライノミジーの保護を受ける権利がbります



　新年度を迎え、ご挨拶申し上げます。
　登録医の先生方には、日頃より病診連携を通じ大変お世話になっております。
　さて、ストップしておりました増築棟建設は、一年ぶりに再会され、順調に参りましたら今年末に完成の予定
です。
　新しい外来には、がん総合医療センターを開設し、手術（内視鏡手術含む）、化学療法、放射線治療、緩和ケア、
がん相談など不安を抱える、すべてのがん患者さまに寄り添った、「優しいがん治療」を提供できる体制を整え
ます。
　救急医療はもとより、ご紹介いただきました患者さまが、安心して療養いただけますよう、病院を挙げて努力
してまいります。
　どうぞ本年度も引き続きご支援を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

　この度、無事に定年を迎えることになりまし
た。平成 11 年に脳神経外科医長として赴任以
来 19 年間に亘り皆様のご厚情を頂きながら、国
立熊本病院ならびに国立病院機構熊本医療セン
ターを勤務医として一先ず区切りをつけられる
ことを嬉しくまた誇りに思っております。この
2 年間は臨床を全く離れて副院長を専門職とす
ることを決心し、医療安全その他に関わって参
りました。医療安全においては、患者 / 医療者
間で相違する視点の隔たりが大きいことを改め
て実感しました。その多くは充分なインフォー
ムドコンセントにより解決し得るものかと思い
ますが、残念ながら、現状では十分な時間を確
保することは至難といわざるを得ません。また、
地域医療構想や医師の働き方改革など直面する
課題は山積しておりますが、キーワードが「連携」
であることに疑いの余地はありません。
　これまで皆様方から頂きましたご支援に深く
感謝を申し上げます。今後は、医師としての “ 停
年 ” をもう少し延長し、当院にて脳神経外科医と
して再出発する所存です。今後とも熊本医療セ
ンターをどうぞよろしくお願い申し上げます。

　私は平成４年４月より、国立熊本病院へ赴任
いたしました。前院長の河野先生のもと血液内
科で造血幹細胞移植に取り組みました。多くの
患者さんを紹介して頂き、移植に明け暮れた
日々でした。また、宮﨑名誉院長のもとクリティ
カルパス活動に参加しました。診療を解析し、
次の診療に活かすパスに魅せられました。これ
からの医療には必須なツールであると実感して
います。血液内科から離れ総合診療に取り組み
ました。「不明熱の診断」が私のライフワーク
です。副院長の２年間は髙橋先生の采配のもと
で病院の運営に当たらせて頂きました。当院に
とって地域の医療機関と連携することの重要性
と面白さを実感しました。皆さまに本当にお世
話になりました。多くの諸先輩に支えられて熊
本医療センターは頑張っております。今後とも
どうぞよろしくお願い致します。

新年度のご挨拶

退任のご挨拶

副院長
清川　哲志

副院長
大塚　忠弘

院長
髙橋　毅　

2



　この度、３月末をもちまして、２４年間にわ
たり勤務してきました当院を辞職することにな
りました。私は、平成７年４月より精神科医師
として国立熊本病院に転勤してまいりました。
当院が救急医療に全員で取り組む中、院外の皆
様や、院内の身体科の先生たちや精神科のス
タッフに助けられながら自傷行為や身体合併症
の患者様への対応を中心とした精神科救急医療
ができるようになりました。４月からは、国立
病院機構菊池病院の院長に就任致します。また、
お世話になることも多いと思いますが、どうぞ
よろしくお願い申し上げます。

　当院に勤務して 20 年、赴任当初の救急部は循
環器内科所属であり、私自身も一般救急患者を担
当していたことが懐かしくもあります。救急病院
として次第に病院規模も機能も充実していく状況
を現場で仕事に携わりながら肌で感じていまし
た。色々と医師として貴重な経験をさせていただ
けたこと、また医療連携等を通じて地域の先生方
に支えていただけたことに感謝しております。　
　４月からは同じ国立病院機構の宮崎病院に赴任
します。人口当たりの医師充足率が全国有数の低
い地域にあり、救急病院とは違う目線とはなりま
すが、循環器の専門を生かしつつ内科医として地
域医療に、微力ながら貢献できればと思っており
ます。医師として学ぶことは多くこれからも皆様
のご指導の程宜しくお願い致します。

　平成 29 年 4 月に管理課長として赴任して、早
くも 2 年が経ちました。赴任して直ぐに新任宿泊
研修があり、その後も毎月のように行事やイベン
トが予定されていて、活気のあるすごい病院に来
たなという印象でした。2019 年度は開設 150 周
年記念式典が予定されていますが、記念式典の成
功と皆様方の益々のご発展を祈念いたします。お
世話になりました。

　早いもので、20 年以上を当院で勤務できまし
た。いいことも悪いこともありましたが、大禍な
く？勤めさせていただき、過去から現在まで多く
の医師、看護師、その他スタッフの皆さんには
感謝の言葉しかありません。55 歳になり、これ
からの人生をもう一度チャレンジできたらと思
い新天地で頑張りたいと思います。泌尿器科万
歳！！！で締めくくらせていただきます。

　当院には平成 28 年 4 月に赴任し 3 年間勤務させていただきました。この間には、熊本地震や病院機能評価
受審、電子カルテリプレイス等、多くの貴重な経験をさせていただきました。また急性期病院の役割や地域と
の連携、協力体制の大切さも学ばせていただきました。
　4 月からは西別府病院での勤務となります。ここで学んだことを活かして貢献できるよう努力してまいりま
す。皆様方のご健勝と益々のご発展を祈念し、転任のご挨拶とさせていただきます。お世話になりました。

統括診療部長
地域医療連携室長

　渡邉　健次郎

循環器内科医長
宮尾　雄治

管理課長
福田　信也

泌尿器科医長
陣内　良映

副看護部長
中尾　とよみ
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地域医療連携室直通電話　096 －353 － 6693
　　　　　　　　　　　　月～金 （祝日を除く） AM 8：30 ～ PM 17：00

　先生方には日頃より患者様の御紹介を頂きありがとうございます。 
　当院は、 地域医療連携室へのお電話が繋がりにくいとのご指摘を受け、 直通電話を設置致しております。 
　この直通電話は、 関係医療機関の皆様から頂くお電話のみ をお受け致します。 患者様からの直接のご相談は、 代表電話を通じ
て承る予定です。 
　医療機関の皆様のための直通電話になります。 ホームページ等では公表いたしておりませんので、 ご了承下さい。今後ともよろし
くお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  地域医療連携室長　渡邉健次郎

地域医療連携室直通電話をご利用下さい

◆貴院のアピールをお願いします
　非常勤、オンコール含め約 4 年半熊本医療センター
にお世話になっておりましたが、平成 30 年 11 月より当
院を引き継ぐ形で院長となりました。
　専門は絞らず精神・心療内科全般としておりますので、
階段が登れる方であれば他院のご紹介含めて対応いたし
ます。
　GW に早速院内改装を予定しており、今後書籍を充実
させ本の読めるカフェのようなクリニック作りをしてい
く予定です。

◆先生の趣味・お勧めスポットを教えて下さい
　読書が好きでよく本屋に行っています。高じて当院待
合室には科学的見地から納得のいく本だけを医学、健
康、食事、運動、仕事、学習、文学、人間関係、美容
など幅広いジャンルで揃えており、現在も拡充を続けて
おります。
　また近所の 24 時間営業のジムに週 3 通っております。
加齢に抗いたい方にオススメです。

◆当院へのご要望をお聞かせ下さい
　自身も勤めていた頃から、熊本市のど真ん中で断らな
い救急を実践している熊本医療センターは熊本の医療
圏において重要な位置を占めているな…とは考えており
ましたが、いざ自分が開業医となり紹介する側に回って
みて、熊本医療センターがあることで周囲の病院や患者
さんがいかに安心感を得られているかを改めて感じてお
ります。
　紹介を受ける側の気持ちもよく理解しているつもりで
すので丁寧な紹介を心掛け、うまく連携していきたいと
思います。

上通メンタルクリニック  
院長 徳山 祥音

【診療科目】
　精神科・心療内科

【診療時間】（完全予約制です）
　平日 午前 9：30 ～ 13：30　午後 15：00 ～ 18：00
　土曜 午前 9：30 ～ 13：30

【休診日】
　月曜日、 日曜日、土曜日の午後

【住所】
　〒 860-0845 熊本市中央区上通町 5 －20 セントラルハイツ 202

【TEL】
　096 －211－ 0632
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トー附属看護学校平成30年度卒業式
無事、卒業できました

@:R 

3月1日（金）、 3年生40名が卒業しました。との学年は、 創立70周

年を迎える記念の年に入学しましたが、入学して間もなく、熊本地震に遭

いました。自分自身の生活の不安を抱えながらも、黙々とボランティアに

励んでいた姿が思い出されます。実習先や地域の皆様をはじめ、多くの方々

に支えられた3年聞に感謝し、これから進む看護の道への決意を新たに巣

立ちました。卒業生の今後の活躍に期待します。

附属看護学校教員

橋口清美
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4 月

研 修 の ご 案 内
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